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研究成果の概要（和文）：身元不明のご遺体の身元確認には，持ち物や見た目，指紋，DNAなどが用いられる．
しかし，それらで確認が出来ない場合は単純X線画像やX線CT画像などのX線画像を用いることがある．しかし，
大量のX線画像を専門家が確認することは非常に時間のかかる作業である．そこで， X線画像を用いた身元確認
システムの開発を試みた．本システムは大規模災害時など多数のご遺体を迅速に身元確認する必要がある場合に
有用である．

研究成果の概要（英文）：It is well known that personal belongings, appearance, fingerprints, and DNA
 are useful for personal identification. Radiographs and computed tomography (CT) images have often 
been used for personal identification, particularly in the absence of other comparative samples. 
However, it is a time-consuming task to manually compare the post-mortem and a large number of 
ante-mortem images in database. Therefore, we tried to develop an automated personal identification 
system using X-ray imaging. Our system will be useful in large-scale disaster which requires rapid 
identification.

研究分野： 放射線技術学

キーワード： 法医学　　X線画像　　身元確認　画像マッチング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 身元不明のご遺体の身元確認には，持ち
物や見た目，指紋，DNA などが用いられる．
それらの生前のサンプルがない場合には，X
線画像が用いられることもある． 
(2) 大規模な災害が発生し多くの犠牲者が出
ると，多数のご遺体の身元を迅速かつ正確に
確認する必要がある． 
(3) X 線画像を用いた身元確認は，法医学者や
医師などの専門家が生前と死後の画像を視
覚的に確認する必要があり，大規模災害時に
は適していない． 
 
２．研究の目的 
コンピュータがX線画像から身元確認に必要
な情報を抽出し，自動的に身元確認を行うシ
ステムを開発すること． 
 
３．研究の方法 
(1) 胸部 X 線 CT 画像を用いた身元確認法の
開発： 
 九州大学の法医学教室で2014年から2015
年に司法解剖が行われたなかで検察または
警察から生前の CT 画像が入手できた 19 例 
(男性 13 例，女性 6 例) を対象とした (倫理
委員会により承認済み)．胸部 X 線 CT 画像か
ら胸椎・肋骨・胸骨だけを抽出した 3 次元の
骨のデータと，それを 2 次元平面上に投影し
た 2 次元の骨画像を作成した．これらの 3 次
元と 2 次元の胸部の骨のデータについて，生
前と死後の 2枚の画像間の類似度を計算した．
画像の類似度の指標として正規化相互相関
係数  (normalized cross-correlation value: 
NCCV) を用いた．作成した画像と画像マッ
チングの例を下記に示す． 
 

 
Fig. 1 Example of ante-mortem (AM) and 
post-mortem (PM) bone images in 2D and 
3D matchings. 
本研究に使用した 19 例の生前と死後画像

の全ての組み合わせの中で，最も類似度の高
い組み合わせを同一人物であると判断し，そ
れ以外は他人の画像と判断した．同一人物の
識別率，receiver operating characteristic 

(ROC) 解析，計算時間により開発した手法の
評価を行った． 
 
(2) 頭部 X 線 CT 画像を用いた身元確認のた
めの新しい前頭洞・歯列描出法の開発：  
 頭部X線画像から身元確認に有用であると
される，前頭洞と歯の自動描出を行った．前
頭洞と歯列はどちらも前頭部に位置してお
り，3 次元的な形状は顔面に沿った曲面であ
る．そこで，前頭部の曲面を検出し，任意の
曲面を断面像として描出することができる
curved multi-planar reconstruction (curved 
MPR) 技術を用いることで，歯列と前頭洞を
パノラマ画像上に描出した． 
 
(3) 胸部単純 X 線画像を用いた性別判定の試
み： 
 撮影頻度が高い胸部単純X線画像上の肋骨
や椎体から，男女で特徴的な形態情報を抽出
し，性別判定が可能であるか検討した． 
 本研究では，測定が容易であった第 10 胸
椎と，第 6 肋骨・第 7 肋骨の形態情報を利用
した．600 枚 (男性：300 枚，女性：300 枚) の
胸部単純 X 線画像を用いて，性別による差の
大きな特徴を選び，性別判定の精度を調べた． 
 
４．研究成果 
(1) 胸部 X 線 CT 画像を用いた身元確認法の
開発： 
 3 次元と 2 次元の骨画像によるマッチング
の結果，どちらも 100%の識別率を示した．
また，識別能を評価できる ROC 解析の結果
は，3 次元と 2 次元のマッチングのどちらも
ほぼ同等の能力を示した．計算時間は 2 次元
の方が明らかに短かったため，大量の画像を
識別する必要がある場合は 2次元のマッチン
グのほうが有用であると言える． 
 本研究に使用できた症例数は 19 例と少な
く，症例数を増やせば認識率が下がる可能性
があるが，ある程度高い精度で認識できると
期待できる．また，画像の類似度に閾値を設
ける，もしくは類似度の高い上位数%を同一
人物である可能性が高い候補として提示す
ることで，対象数を大幅に削減できる．この
ように，本手法は身元確認の絞り込みにも有
用であることを示しており，従来の身元確認
に用いられてきた DNA や指紋などと組み合
わせることで，従来の身元確認の時間の短縮
ができ，とくに大規模災害時に有用なツール
となると思われる． 
 
(2) 頭部 X 線 CT 画像を用いた身元確認のた
めの新しい前頭洞・歯列描出法の開発： 
 本研究で開発した前頭洞・歯列の描出法に
よって，前頭洞は概ね良好にパノラマ状の 2
次元画像に自動描出することが出来た．画像
の例を下記に示す． 



 
Fig. 2 Example of panoramic-like image of 
frontal sinuses visualized by curved MPR 
method. 
 
 また，歯列は鮮明に描出することが出来な
かった．この理由は，治療痕である歯冠によ
って生じた CT 画像上のアーチファクトが歯
列の曲線の描出を妨げたからである．歯冠が
ある場合に歯列の描出が上手くできなかっ
たものの，治療痕の有無や大まかな位置は確
認できたため，身元確認に利用できる可能性
がある． 
 
(3) 胸部単純 X 線画像を用いた性別判定の試
み： 
 椎体と肋骨の長さや面積の指標を組み合
わせることで，87.3% (262/300)，女性が
90.3% (271/300)，全体で 88.8% (533/600) の
精度で判別することが可能であると分かっ
た．さらに，各年代で性別判定の精度を算出
すると，20 代で 96.0% (96/100) という高い
精度を示した． 
これは，法医学症例において人体の骨の一部 
(胸椎や肋骨) が残っているとき，性別の判定
に胸椎と肋骨を組み合わせることの有用性
を示している． 
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